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施策
施策・
事業数

進捗状況

重
点
施
策

（１）都市の骨格を形成
する交通機能の強化

１６ 概ね計画どおり進捗しました

（２）交通の安全・安心
の強化

１７

概ね計画どおり進捗しました

なお、南武線駅アクセス向上事業やホームドア整備など個別の取組では

遅れが生じました

（３）市民生活を支える
公共交通の強化

１９ 概ね計画どおり進捗しました

（４）環境に配慮した交
通の低炭素化

１２ 概ね計画どおり進捗しました

（５）臨海部の交通機能
の強化

１２ 概ね計画どおり進捗しました

その他施策 ８ 概ね計画どおり進捗しました

合 計 ８４







『誰もが利用しやすいこと』 『安全・安心かつ円滑であること』 『持続可能であること』
理
念

政
策
目
標

①首都圏機能の強

化及び活力ある本

市都市構造の形成

に向けた交通環境

の整備

②誰もが安全、安

心、快適に利用で

きる交通環境の整

備

⑤地球にやさしい

交通環境の整備

③災害に強い交通

環境の整備

④地域特性に応じ

たきめ細やかなま

ちづくりを支える

交通環境の整備

目
標
水
準

広域拠点間の所要時
間の短縮など

（４指標）

駅への所要時間の短
縮など

（５指標）

公共交通利用割合の
維持向上など

（３指標）

緊急輸送道路整備率
の向上など

（３指標）

交通環境が改善され
たと思う人の割合の
増加など

（４指標）

施

策

・

事

業

広域的な都市間の連
携強化など

（５つの方向性）

公共交通へのアクセ
ス向上など

（５つの方向性）

公共交通の利用促進
など

（４つの方向性）

減災（復旧）対策の
推進など

（３つの方向性）

地域特性に応じた交
通課題への対応など

（２つの方向性）

政
策
の

方
向
性

その他の

施策

重点施策

⑴都市の骨格を形
成する交通機能の
強化

⑵交通の安全・安
心の強化

⑸臨海部の交通機
能の強化

⑶市民生活を支え
る公共交通の強化

⑷環境に配慮した
交通の低炭素化

戦略シナリオ
↓

取組の方針
↓

施 策
↓

(個別事業等)

戦略シナリオ
↓

取組の方針
↓

施 策
↓

(個別事業等)

戦略シナリオ
↓

取組の方針
↓

施 策
↓

(個別事業等)

戦略シナリオ
↓

取組の方針
↓

施 策
↓

(個別事業等)

施 策
↓

(個別事業等)

戦略シナリオ
↓

取組の方針
↓

鉄道及び道路
ネットワーク
形成事業等

表 進行管理の工程（令和５（2023）年度まで） 

年度 取組内容 年次報告書作成 

平成 24（2012）年度 総合都市交通計画策定 — 

平成 25（2013）年度 施策・事業の推進 — 

平成 26（2014）年度 施策・事業の推進 平成 25（2013）年度版 

平成 27（2015）年度 施策・事業の推進 平成 26（2014）年度版 

平成 28（2016）年度 施策・事業の推進 平成 27（2015）年度版 

平成 29（2017）年度 
施策・事業の推進 

施策展開などの中間見直し 
平成 28（2016）年度版 

平成 30（2018）年度 施策・事業の推進 平成 29（2017）年度版 

令和元（2019）年度 施策・事業の推進 平成 30（2018）年度版 

令和２（2020）年度 施策・事業の推進 令和元（2019）年度版 

令和３（2021）年度 施策・事業の推進 令和 2（2020）年度版 

令和 4（2022）年度 施策・事業の推進 令和 3（2021）年度版 

令和５（2023）年度 施策・事業の推進 令和 4（2022）年度版 







安全・安心で魅力と活力のある自転車を活用したまちづくりに向けた取組

⁺

コミュニティ交通等の導入検討･支援

EVカーシェア専用

※本来の充填方向とは逆向きに車を置いて撮影しています。

身近な地域の公共交通における新技術の導入促進


